
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この書簡には年号がありません。内容から推察しますと、元文四年（1739）と考えられます。「利根姫様安

産」と竹千代様、そして差出した松平乗堅がキーワードです。この史料は、松岡霊社に伝えられ、市に寄贈さ

れたものです。金地院宛の書状が、なぜ松岡 萬
よろず

家に伝えられ

たのかは不明です。他にも、金地院宛に宛てた幕閣（老中）の

書簡が多数保管されています。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

昨年、開設３周年を迎えた磐田市歴史文書館は、磐田市域の歴史と文化を、遺された資料を通

して未来に伝えるという大事な役割を担っています。ここでは、旧市町村史（誌）の編さん時に収集

した、「各家資料」（含コピー）や明治以降の「役場文書」、また、当館開設以降の寄贈いただいた史

資料を整理し保存しています。市民のみなさんが、資料目録を閲覧したり、調査や研究に利用した

りすることができます。以下は、今年度の事業の報告です。 

1. 学習講演会の開催 

 ７月１０日(日)に、竜洋支所２階会議室におい

て、本多隆成静大名誉教授による、「徳川氏の

領国支配と伊奈忠次」の講演会を行い、第７回

企画展の展示内容の理解が深められました。 

第２回・３回は現在進められている福田町史

編さんに関わる内容で、山本義彦静大名誉教

授の「近代福田の地域社会とネットワーク」、そし

てまた、足立洋一郎西部特別支援学校教諭の

「報徳運動と福田」について講演をいただき、福田の近代史を学ぶことができました。  

2. 企画展（２テーマ）を開催 

第７回の企画展が、７月 11 日からおよそ２

ヶ月間、「江戸幕府の成立期の直轄領支配と

中泉代官」のテーマで開催しました。ＮＨＫ大

河ドラマ「江」“姫たちの戦国”の放映によって、

同時代に対する関心が高まり、この企画展か

ら「江姫」の生きた時代の磐田や遠江につい

て理解していただくことができました。 

第８回は、今年１月４日から２月２９日まで、

元新聞記者の故高橋福雄氏が遺された多く

の資料を整理し、“磐南を思う”というテーマで

 芳翰：手紙の尊敬語。   公方様：8 代将軍吉宗。   大納言様：9 代将軍家重。   竹千代様：10 代将軍

家治。  利根姫様：吉宗の養女（伊達宗村正室）。   松平能登守乗堅（のりかた）：（1693～1746）。美濃岩村

藩3万石松平（大給）家第2代当主。享保８年若年寄りから、西の丸大納言家重に近侍、将軍吉宗によって老中

に抜擢された。延享 2 年将軍家重の時、本丸老中になる。翌年病死。従４位下、能登守、侍従。   金地院：南

禅寺金地院の僧“崇伝”が江戸の芝に建立した寺。崇伝は、江戸幕府の各種諸法度作成や、豊臣家滅亡のき 

っかけ「方広寺鐘銘事件」を家康に献策したとされる。また天海とは、家康の神号問題を争い敗北した。但し、こ

の書簡の宛書金地院は、崇伝の後代に当たるものと思われる。 
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展示しました。「磐南タイムス」というミニコミ紙の発行を通じ、高橋福雄氏が持ち続けた磐南地域の

歴史と文化、自然への熱い思いを、今回の展示から汲み取っていただけたことと思います。 

3. 移動企画展の開催 

企画展は、当館に収められている資料を、様々な角度からご紹介する一つの手段です。今年度

は、これらをより広く紹介するため、「天平のまち市民ギャラリー」に加え、「 i ぽーと」（ららぽーと磐

田内）でも展示しました。より多くのみなさんに、ご紹介することができたと思います。 

4. 歴史ウォーク（史跡めぐり） 

初めて「歴史ウォーク」と名付けて、夏

の企画展に関係する史跡を巡りました。

案内と説明は観光ボランティアの皆さん

にご協力いただき、残暑厳しい中２６名の

参加をいただきました。 

江姫の娘和子
ま さ こ

ゆかりとされ、中泉御殿

表門が移築されている西光寺、将軍秀忠

と娘和子
まさこ

寄進とされる建物（本殿・鳥居・

楼門など）を持つ府八幡宮、西願寺門を

経て、代官職と神主を代々勤めた秋鹿家

の庭園、泉蔵寺の秋鹿氏墓石群、御殿遺跡

公園（家康の中泉御殿及び中泉代官陣屋跡）など６km を３時間ほどかけて歩きました。 

歴史文書館といえば、紙と文字資料という地味なイメージですが、フィールドスタディとして親しみ

がわくような取り組みに、少しはイメージチェンジしていただけたでしょうか。                                          

5. レファレンス実績 

歴史文書館が行うレファレンスサービスは、図書館と同じく歴史文書館利用者が、学習・研究・調

査を目的として必要な情報・資料などを求めた際に、館職員が必要な資料あるいは情報そのものを

検索・提供・回答することでこれを援助する業務です。（Wikipedia 参考） 

 

★図書閲覧室のご利用はご自由に！ 

図書閲覧室では、目的の資料を検索し、職員にお申し付けいただければ、所蔵資料の閲覧がで

きます（但し、一部ご覧いただけない資料もあります）。 

図書館との違いは、閲覧室では自由に閲覧できますが、貸出しはできません。ご理解をお願いし

ます。 
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１．社寺資料（松岡霊社）  

松岡霊社は、幕臣松岡萬（よろず）を祀り、いまも毎年例祭が行われている。その遺品と、松岡

家に伝えられたと思われる中世から幕末までの資料など 100 点余。 

   ＜古文書・古書籍・刀剣類・軸物（絵巻・書画・拓本）・古記録など＞   

２．自治会・区有資料 

①上大原地区：近世初めから明治初期までの村方文書数百点。検地と年貢に関するもので、ほ

ぼすべての年次にわたり残されている。 

②下太自治会：明治・大正・昭和初期にかけての村政・区民関係資料など 2７0 点余。 

３．各家資料 

近世から近代にかけての史料 2 件 

   <田地証文・金子証文、年貢関係、養蚕関係など>80 点余。 

４．その他 

    江戸期大工建築雛形（欠損あり）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


